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び吸熱を観測できた。しかし、回路系のジュール熱 (電流の 2乗に比例)の発生が熱 ・電気
変換効果 (電流の 1乗に比例)と同程度であり、回路系のジュール熱を抑えることが実用化
のために必要である。
われわれの得意分野は、強相関電子系物質の研究と熱電能測定の研究であり、熱電気変換
材料の開発とそれを用いたデバイスの試作の研究は始まったばかりである。解決すべき課題
はまだまだ多く存在している。
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